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募集内容

募集要項

審査と結果発表

例えばこんなテーマ
▶ 高齢者や地域との交流活動の取り組みや実践

▶ 子どもに学びの機会を増やす取り組み・実践、アイディア

▶ 女性が少ないコミュニティでその割合を向上させる取り組み・実践

▶ 海や森林を維持するための取り組み（清掃活動等）や研究

▶ 環境負荷の少ない新たなエネルギーの研究

他にもSDGsに関するテーマであればどんなものでも構いません。自由にご応募ください

< 募集期間 >

< 応募資格 >

申込み
フォーム

< 提 出 物 >

2023年9月22日（金）～
2024年1月26日（金）12時

本学学生（大学院・学部生）
※応募は1チーム2～5人まででお願いします。

応募締め切り後、一次選考を行い、ファイナリストを選出します。一次選考結果は2024年2月中旬頃に代表者へメールにて連絡します。
ファイナリストに選出されたチームには、プレゼンテーションを行っていただきます。（提出したポスターを使い、簡単な説明をお願いします）

SDGsに関連した研究・取り組みや、SDGsの課題解決に役立つアイディア等、
「学生によるSDGsに関するポスター」を募集します。ボランティアやサークル活動、地域活動、

ゼミや研究室における学修・研究成果、企業等のSDGs関連の課題解決に役立つアイディア等、どんなものでも構いません。
※既に学外のコンテスト等で受賞したものと同一内容のご応募はご遠慮ください。

応募&
一次選考

ファイナリスト
選考結果連絡

3／2（土）
ファイナリスト

プレゼンテーション

3／2（土）
結果発表

［ 2023年度 神奈川大学SDGsアワード ］

□ ポスターデータ 原寸で300dpiの解像度を有するjpg・pdfデータ（A3縦サイズで作成したもの）

□ ポスター内容の説明文（200文字以内）
□ 代表者の氏名、学籍番号、連絡先（電話番号、メールアドレス）
□ メンバー全員の氏名、学籍番号
□ 最も該当すると思われるSDGs17の目標番号（最大3つまで）

※どうしてもデータ提出が難しい場合には、別途用紙を使用し、スキャンしたものをご提出ください。

※以下5点全てをお申込みフォームからお送りください。

・ 応募は1名につき合計3件までとします。（チームが異なる場合でも同じ人物であれば件数にカウントされます）
・ 受賞作品、受賞者、プレゼンテーションの様子等については神奈川大学ホームページで公開されるほか、神奈川新聞、広告、その他メディア等に掲載されることがあります。
・ 受賞の有無にかかわらず、応募作品は学内に展示されることがあります。　・ 応募作品は返却いたしません。　・ 応募作品の著作権は神奈川大学に帰属します。
・ ポスター作成等で要した費用、プレゼン会場までの交通費等は応募者の負担とします。　・ 審査は非公開とし、異議申し立ては受け付けません。
・ なお、前回受賞された方についても、その後実践に進展がありましたらご応募ください。　・ 主体的に活動に参加しているメンバーでチームを構成してください。
・ 業務の一部を外部業者に委託する場合がありますが、提供された個人情報は守秘義務を明記した契約に基づいて神奈川大学が明示する用途にのみ使用し、
  その範囲を超えて利用されることはありません。またその管理の徹底を義務付けています。

結果はホームぺージ、受賞作品冊子、神奈川新聞（2024年3月掲載予定）等にて公表されます。

審査の
ポイント

〈 ポスターとしての見た目も大きなポイントとなります 〉
・ できるだけ要点を絞り、内容をわかりやすく伝えることを心がけること
・ SDGsの背景、現状、問題点などを理解できていること
・ 自分たちの言葉で考えている、あるいは自分事として実践していること
・ 取り組みやアイディアに将来性や実効性があること
・ 妥当性や説得力のあるポスターであること

＼ POINT ／

最終プレゼンテーション＆結果発表
［ 日時 ］ 2024年3月2日（土） 12:50~15:30（予定） ［ 会場 ］ 神奈川大学みなとみらいキャンパス米田吉盛記念ホール

※今後の社会状況等により、プレゼンテーションの形式等は変更になる可能性があります。

2023年度

［ 募 集 期 間 ］

2023年9月22日（金）～2024年1月26日（金）12:00

小熊 誠 神奈川大学長（審査委員長） 、 林 憲玉 副学長 、 西田 恒夫 学長特別招聘教授（元国連大使） 、 
一般社団法人横浜みなとみらい21 、 協賛企業ご担当者様

［ 主 催 ］ 神奈川大学　　 ［ 後 援 ］ 横浜市、一般社団法人横浜みなとみらい21　　［ 協 力 ］ 神奈川新聞社
［ 協 賛 ］ 株式会社ありあけ、神奈川大学生活協同組合、グローブシップ株式会社、神奈川県民共済生活協同組合、京セラ株式会社、株式会社横浜銀行、
愛知株式会社、アズビル株式会社 ビルシステムカンパニー、株式会社キクシマ、高砂熱学工業株式会社、東京ガスエンジニアリングソリューションズ株式会社、
東京ケータリング株式会社、株式会社フジタ横浜支店、丸紅リアルエステートマネジメント株式会社、リコージャパン株式会社、ウェスティンホテル横浜、
ザ・カハラ・ホテル＆リゾート横浜、富士フィルムビジネスイノベーションジャパン株式会社、株式会社横浜グランドインターコンチネンタルホテル、横浜ベイホテル東急
［ お問い合わせ］ 神奈川大学 社会連携部 kusdgs-award@kanagawa-u.ac.jp

SDGsに関連した研究・取り組みや、SDGsの課題解決に役立つアイディア等、

「学生によるSDGsの取り組み」を発表するポスターを募集します。

なお最も優れた作品には奨励賞として6万円が贈呈されます。

詳細は
コチラ

［ 賞および課題名 ］
最優秀賞、KU奨励賞、ありあけ賞、神奈川大学生活協同組合賞、グローブシップ賞、神奈川県民共済生活協同組合賞、横浜銀行賞
京セラ賞 テーマ「IT技術を活用したすべての人にやさしい社会への提案」

［ 審  査  委  員 ］

昨年度受賞者より（抜粋）
・ SDGsについてどのような活動をしている学生がいるのか知ることができました。他学部の活動を知るよい機会になりました。
・ 賞を頂いたことや新聞への掲載の機会を頂いたことで、活動をより多くの方に知っていただくことができました。

AWARD


